
 

 

 

 

 

 

支援課では、今年の夏休みも、子どもたちを２～３人 

                     のグループに分け、施設外に出掛けて食事をしたり、自然 

                     の中で身体を動かす経験ができるよう、社会資源体験の外

出を実施しました。 

１グループの子たちは、ドライブと目田森林公園へ行くグループに分か

れて実施しました。ドライブのグループは、出雲市内を車で一周した後、 

              マクドナルドのドライブスルーで昼食を買って食べました。子どもたちは

ボリューム満点のバーガーを美味しそうに頬張っていました。 

 目田森林公園に行くグループは、釣り堀体験をしました。経験者のスタッフのアドバイスを聞きながら 

初めて釣り堀を体験する子ども達。餌の付け方や魚が集まりそうなところを教えてもらい釣り竿を垂らし 

てみるも、餌を食べてもらえず…。場所を変えて何度もチャレンジしてみましたが、餌を食べてくれるの 

は小魚たちだけ…。それでも粘り強く時間いっぱい竿を垂らし続けました。結局、一匹も釣り上げる事は 

できませんでしたが、子どもたちは、『またリベンジしてみたい』と意気込んでいました。 

 

                      【副主任支援スタッフ 神門美由紀】 

 

 

 

 

 

          

               ２グループの子たちは、動物ふれあい広場へ出掛けました。見慣れない

動物たちに子どもたちの反応は様々で、怖くてスタッフの傍から離れられ

ない子もいれば、反対に物怖じせず手を差し出す子もいました。広場まで

の道中で買ったおやつやパンを食べたり、広々とした場所で駆け回ったり、 

素直で明るい子どもたちの笑顔や、のんびりと過ごす動物たちにスタッフも癒される時間となりました。 

 いつまで続くか分からない制限のある生活ですが、今後も可能な限り色々な社会資源体験をすることで、

豊かな心をもつ優しい子どもたちに育ってほしいと願っています。 

                       【支援スタッフ 布野舞】 
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今年も新型コロナウイルスの影響で制限のある中でしたが、３密にならないよう考慮しながらいろい

ろな行事をする事ができました。支援課の子どもたちは元気いっぱい、笑顔いっぱいの夏休みを過ごし

ました。 

 冷た～いスイーツを作ったり、花火をしたり、海に行ったりと夏らしい過ごし方をしたり、地域のお

店の協力がありキッチンカーが学園にやって来て、出来立ての美味しいクレープを食べる事ができたり

と、子どもたちにとって、どれか一つでも楽しい夏休みの思い出になってくれれば、私たちスタッフは

とても嬉しく思います。 

長いな～と思っていた夏休みも終わり、２学期がスタートしています。引き続き感染対策を徹底しな

がら、子ども達が充実した毎日を送る事ができるよう、スタッフ全員で一丸となって頑張っていきたい

と思います！！ 

【支援スタッフ 清水久美香】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の 

夏休みの行事 

 おやつ作り 

 釣り 

 海水浴 

 クレープ  花火 



 

 

 

 

  今年も感染対策に気をつけながら、ぽこぽこの夏休みでは色々な活動を計画し、楽しく夏を過ごしま

した。今年の夏は猛暑だったり豪雨だったりとさまざまな天候でしたが、その中でも「なんちゃって夏 

まつり」や「ゲーム大会」、海へドライブなど夏らしい計画を取り入れ、季節を感じながら過ごしました。

また社会資源活動では「買い物訓練」をがんばりました。お金のやりとりやお店の人への挨拶などド 

キドキしながらもチャレンジする子どもたちの姿は一段と成長を感じることができました。 

【療育スタッフ  本山 紗裕美】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後等デイサービス 

セフルレジにもチャレンジしました！ 

ドキドキしながらも、さいごまでがんばりました。 

輪投げや千本くじ、ボールころがし大会など 

お祭り気分でたのしみました！ 

つめた～い、かき氷を 

作って食べました！！ 

すてきな作品ができました！！ 



 

 

 

 

今年の夏も厳しい暑さが続きましたが、子ども達は元気いっぱい！！暑さにも負けず、プール遊びや

氷遊び等、夏ならではの遊びを思いっきり楽しみました。 

今後も、季節ならではの遊びや、子ども達が「楽しい！！」、「もっとやってみたい！！」と思えるよう

な活動を提供し、一人一人に寄り添った支援をしていきたいとおもいます。 

【療育スタッフ 田原あずさ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※掲載しました氏名・写真につきましては、本人・家族に承諾を得ています。 

 

児童発達支援センター ぽこぽこ 

何が見えるかな？ 

 

保護者の方から 

 ・果物や野菜、ジュースなどをいただきました。 

 ・手作りのマスクもいただきました。 

 

氷遊び☆ 

ありがとうございました！！ 

今号では、夏休みの様子をお伝えしました。コロナ禍ではありましたが、

子どもたちが元気に楽しく夏休みを過ごすことができ、スタッフ一同 

嬉しく思っています。これからも、感染症予防に努めながら過ごして 

いきたいと思います。      【広報委員：水師、田原、江角、清水】 

編集後記 

水中めがね作りをしました☆ 


